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1
無断使用を禁じます

ホ
ー
ム
・
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
木
澤
　
美
恵
子

　
　
　
人
　
物

大
岩
茂
三
（
１
９
）
　
浪
人
生
（
女
）

大
岩
吾
郎
（
５
０
）
　
茂
三
の
父
　
不
動
産
店
経
営

大
岩
由
実
（
４
６
）
　
茂
三
の
母

伊
藤
治
（
２
４
）
　
　
医
大
生

立
花
加
奈
（
１
９
）
　
茂
三
の
高
校
の
同
級
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・（
朝
）

　
　
　
会
社
員
や
学
生
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
お
弁
当

　
　
　
を
買
っ
て
足
早
に
出
て
行
く
。

　
　
　
　

　
　
　
大
岩
茂
三
（
１
９
）
が
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
で
真

　
　
　
剣
な
表
情
で
漫
画
雑
誌
を
手
に
取
る
。

　

　
　
　
茂
三
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
つ
ぶ
や
く
。

　
　

茂
三
「
今
度
こ
そ
、
お
願
い
し
ま
す
」

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、深
呼
吸
を
祖
手
か
ら
ペ
ー
ジ
を
開
く
。

　
　
　
レ
ジ
で
精
算
し
て
い
た
立
花
加
奈
（
１
９
）

　
　
　
が
茂
三
に
気
が
つ
き
、
声
を
か
け
る
。

　

加
奈
「
シ
ゲ
ゾ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
気
が
つ
か
な
い
ふ
り
を
す
る
。

　

加
奈
「
シ
ゲ
ゾ
ー
、
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
な
い
」

　
　

　
　
　
茂
三
、
諦
め
た
よ
う
に
加
奈
の
方
を
向
く
。

茂
三
「
加
奈
、
シ
ゲ
ゾ
ー
は
や
め
て
っ
て
言
っ
て
な

　
か
っ
た
っ
け
」

加
奈
「
え
へ
へ
、
ご
め
ん
ね
シ
ゲ
ミ
ち
ゃ
ん
。
茂
三

　
の
大
学
も
夏
休
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
浪
人
中
だ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
加
奈
、
茂
三
が
手
に
し
て
い
る
マ
ン
ガ
雑
誌

　
　
　
に
気
が
つ
き
、

加
奈
「
ま
だ
マ
ン
ガ
か
い
て
る
ん
だ
」

　
　
　
　

茂
三
「
一
応
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
奈
「
へ
え
ー
」

　
　
　
加
奈
の
携
帯
電
話
が
鳴
り
出
す
。

　
　
　

加
奈
「
ご
め
ん
、
行
く
ね
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ら
教
え

　
て
ね
、
お
祝
い
し
よ
ー
。
じ
ゃ
あ
ね
」

　
　
　

　
　
　
茂
三
、
華
や
か
な
服
装
の
加
奈
の
後
ろ
姿
と

　
　
　
普
段
着
の
自
分
を
見
比
べ
て
、
た
め
息
を
つ

　
　
　
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
改
め
て
マ
ン
ガ
雑
誌
を
開
く
。

　

茂
三
「
ま
た
、
あ
と
一
歩
賞
か
・
・
・
」

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
大
岩
家
・
外
観
（
朝
）

　
　
　
住
居
兼
大
岩
不
動
産
店
舗
の
建
物
。

　
　
　
不
動
産
の
看
板
の
脇
に
「
大
岩
吾
郎
　
由
実

　
　
　
茂
三
」
の
表
札
が
あ
る
。

　
　
　
不
動
産
店
舗
の
窓
ガ
ラ
ス
一
面
に
貼
ら
れ
た

　
　
　
物
件
情
報
の
中
に
「
野
球
部
員
熱
烈
募
集

中
」

　
　
　
の
黄
色
の
チ
ラ
シ
が
目
立
つ
。

　
　
　
　

○
同
・
居
間
・
中
（
朝
）

　
　
　
店
舗
奥
の
居
間
で
大
岩
吾
郎
（
５
０
）
と

大　
　
　
岩
由
実
（
４
６
）
が
朝
食
を
食
べ
て
い
る
。

　
　
　
壁
に
か
か
っ
て
い
る
野
球
チ
ー
ム
の
集
合
写

　
　
　
真
の
中
に
若
い
吾
郎
の
姿
が
あ
る
。

　
　
　
茂
三
が
入
っ
て
来
る
。

由
実
「
珍
し
い
わ
ね
、
茂
三
が
早
起
き
な
ん
て
」

吾
郎
「
茂
三
、
先
生
来
る
前
に
少
し
は
部
屋
掃
除
し

　
と
け
よ
」

茂
三
「
先
生
」

吾
郎
「
医
大
生
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
ん
だ
」

　
　
　

茂
三
「
何
そ
れ
勝
手
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
こ
の
間
の
模
試
、
お
前
、
一
生
医
学
部
な
ん

　
か
に
行
け
な
い
点
数
だ
っ
た
ぞ
」

　
　
　
　
　

茂
三
「
行
き
た
く
な
ん
か
な
い
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
に
聞
き
と
れ
な
い
大
き
さ
の
声

　
　
　
で
つ
ぶ
や
い
て
居
間
を
出
て
行
く
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中

　
　
　
茂
三
、机
で
マ
ン
ガ
の
原
稿
を
か
い
て
い
る
。

　
　
　
絵
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
少
女
マ
ン
ガ
。

　

　
　
　
机
の
上
は
ペ
ン
や
ス
ク
リ
ー
ン
ト
ー
ン
な
ど

　
　
　
マ
ン
ガ
の
道
具
が
散
乱
し
て
い
る
。

　
　

由
実
の
声
「
茂
三
、
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
た
わ
よ
」

　
　
　
茂
三
、
慌
て
て
マ
ン
ガ
の
道
具
を
か
き
集
め

　
　
　
て
引
き
出
し
の
中
に
入
れ
、
マ
ン
ガ
の
原
稿

　
　
　
を
本
棚
の
奥
に
押
し
込
む
。

　
　
　
　
　

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
　
　
伊
藤
治
（
２
４
）
が
茂
三
に
数
学
の
問
題
を

　
　
　
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
茂
三
、
問
題
集
は
開
い
て
い
る
が
聞
い
て
い

　
　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
そ
の
公
式
は
、
え
っ
と
・
・
・
」

　
　
　

　
　
　
伊
藤
、
本
棚
か
ら
参
考
書
を
取
り
出
す
。

　
　
　
マ
ン
ガ
の
原
稿
が
床
に
散
ら
ば
る
。

　
　

二
人
「
あ
っ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
居
間
・
中
（
夜
）

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
、
由
実
が
夕
飯
を
食
べ
て
い
る
。

　
　
　
テ
レ
ビ
か
ら
野
球
中
継
の
音
。
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吾
郎
「
桑
田
は
も
う
だ
め
だ
な
。
お
い
、
ど
う
だ
っ

　
た
先
生
の
方
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
別
に
。
二
階
暑
く
て
勉
強
な
ん
か
で
き
な
い

　
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
そ
う
や
っ
て
お
前
は
す
ぐ
弱
音
を
」

　
　

　
　
　
次
の
瞬
間
、
吾
郎
、
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な

　
　
　
り
、

吾
郎
「
ホ
ラ
、
打
た
れ
た
。
交
代
だ
交
代
」

　
　

　
　
　
茂
三
、乱
暴
に
茶
碗
を
ま
と
め
て
席
を
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中
（
夜
）

　
　
　
茂
三
、
机
で
マ
ン
ガ
を
か
い
て
い
る
。

　

　
　
　
階
段
を
ダ
ン
ダ
ン
と
上
っ
て
く
る
音
が
す
る
。

　
　
　
茂
三
、
慌
て
て
原
稿
と
マ
ン
ガ
道
具
を
し
ま

　
　
　
い
、
机
の
上
に
問
題
集
を
広
げ
る
。

　
　

　
　
　
吾
郎
、
戸
口
に
現
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

茂
三
「
な
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
暑
い
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
死
に
そ
う
」

吾
郎
「
あ
ん
ま
り
遅
く
ま
で
無
理
す
る
な
よ
」

　

　
　
　
吾
郎
、
出
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
が
階
段
を
降
り
て
行
く
音
を
聞

　
　
　
い
て
、
再
び
原
稿
と
道
具
を
取
り
出
し
、
マ

　
　
　
ン
ガ
を
か
き
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
外
観
（
早
朝
）

　
　
　
二
階
の
茂
三
の
部
屋
の
明
り
が
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
運
動
着
姿
の
吾
郎
が
家
か
ら
出
て
き
て
、
軽

　
　
　
く
準
備
体
操
を
し
た
後
、
走
り
去
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
外
観

　
　
　
吾
郎
が
大
き
な
箱
を
持
っ
て
家
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中

　
　
　
巨
大
な
冷
風
機
が
ガ
ー
と
大
き
な
音
を
た
て

　
　
　
て
風
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、昨
日
の
服
を
着
た
ま
ま
で
寝
て
い
る
。

　
　
　
茂
三
、
う
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

茂
三
「
ギ
ャ
ー
つ
ぶ
さ
れ
る
ー
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
ガ
バ
ッ
と
起
き
上
が
り
、
ハ
ア
、
ハ

　
　
　
ア
と
大
き
く
呼
吸
す
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
寝
ぼ
け
た
様
子
で
冷
風
機
を
見
る
。

茂
三
「
・
・
・
戦
車
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
居
間
・
中

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
、
由
実
が
昼
食
を
食
べ
て
い
る
。

　
　
　
テ
レ
ビ
か
ら
台
風
情
報
が
聞
こ
え
て
く
る
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
大
型
で
強
い
勢
力
の
台
風12

　
号
が
本
州
付
近
に
近
づ
き
・
・
・
」

吾
郎
「
ど
う
だ
冷
風
機
、
涼
し
い
か
」

茂
三
「
全
然
。
そ
れ
よ
り
人
の
部
屋
に
勝
手
に
入
ら

　
な
い
で
よ
」

吾
郎
「
お
前
、
電
気
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
寝
て
た
ぞ
」

茂
三
「
だ
か
ら
、
勝
手
に
人
の
部
屋
に
」

　
　
　
電
話
が
鳴
り
、
吾
郎
が
取
る
。

　
　
　
　

吾
郎
「
は
い
、
大
岩
で
す
。・
・
・
鈴
風
・
・
・
う

ち
は
大
岩
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、ハ
ッ
と
し
て
電
話
の
方
を
う
か
が
う
。

吾
郎
「
だ
か
ら
、
う
ち
は
大
岩
で
す
。
さ
や
か
・
・
・

　
そ
ん
な
名
前
の
者
は
い
ま
せ
ん
。
『
サ
フ
ァ
イ

ア
』
　
編
集
部
・
・
・
い
や
知
り
ま
せ
ん
」

　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
電
話
を
切
ろ
う
と
す
る
。

　
　
　

　
　
　
茂
三
、
慌
て
て
受
話
器
を
奪
い
取
る
。

　

茂
三
「
代
わ
り
ま
し
た
。・
・
・
そ
う
で
す
、
私
で

す
。

　
ハ
イ
、
ハ
イ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

　
　
　
吾
郎
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
茂
三
を
見
る
。

茂
三
「
ハ
イ
、
ハ
イ
、
が
ん
ば
り
ま
す
。
ハ
イ
、
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
　
　
茂
三
、
受
話
器
を
置
い
て
う
っ
と
り
と
宙
を

　
　
　
み
つ
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
何
だ
っ
た
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
ポ
ー
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
も
う
少
し
が
ん
ば
れ
ば
、
入
賞
で
き
る
っ
て
」

吾
郎
「
何
の
こ
と
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
ハ
ッ
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
模
試
の
結
果
よ
。
も
う
少
し
で
合
格
圏
内
だ

　
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
本
当
か
。
最
近
、
お
前
が
ん
ば
っ
て
た
し
な
」

　
　
　
茂
三
、
あ
い
ま
い
に
笑
う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
、
心
配
そ
う
に
茂
三
を
見
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中

　
　
　
伊
藤
、茂
三
の
マ
ン
ガ
の
原
稿
を
見
て
い
る
。

茂
三
「
編
集
者
の
人
は
、
よ
く
か
け
て
い
る
け
ど
、

　
キ
レ
イ
な
絵
と
キ
レ
イ
な
話
だ
け
じ
ゃ
お
も
し
ろ

　
く
な
い
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
う
ー
ん
、
確
か
に
ち
ょ
っ
と
肩
に
力
が
入
っ

　
て
い
る
と
い
う
か
・
・
・
少
し
現
実
離
れ
し
て
る

　
と
い
う
か
・
・
・
」

茂
三
「
そ
う
で
し
ょ
う
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
あ
と
、
鈴
風
さ
や
か
っ
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
な
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ん
か
宝
塚
み
た
い
だ
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
キ
ッ
と
伊
藤
を
に
ら
む
。

　
　
　

茂
三
「
私
の
小
学
校
以
来
の
あ
だ
名
わ
か
り
ま
す

か
」

伊
藤
「
え
っ
」

茂
三
「
シ
ゲ
ゾ
ー
で
す
。
誰
も
最
初
は
シ
ゲ
ミ
な
ん

　
て
読
ま
な
く
て
、
何
度
男
の
子
と
間
違
わ
れ
た
こ

　
と
か
。
い
く
ら
長
島
フ
ァ
ン
だ
か
ら
っ
て
、
茂
雄

　
と
背
番
号
３
か
ら
娘
の
名
前
つ
け
ま
す
、
普
通
」

伊
藤
「
う
ー
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
私
、
絶
対
本
名
で
な
ん
か
マ
ン
ガ
か
か
な
い
。

　
大
岩
茂
三
な
ん
て
ご
つ
い
名
前
の
マ
ン
ガ
家
想
像

　
で
き
ま
す
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
立
派
な
名
前
だ
と
思
う
け
ど
・
・
・
」

　

茂
三
「
マ
ン
ガ
家
は
、
名
前
を
変
え
ら
れ
る
仕
事
だ

　
か
ら
憧
れ
た
ん
で
す
。
も
う
す
ぐ
大
岩
茂
三
と
お

　
さ
ら
ば
で
き
る
ん
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中
（
夜
）

　
　
　
茂
三
、机
で
必
死
に
マ
ン
ガ
を
か
い
て
い
る
。

　
　
　
冷
風
機
の
大
き
な
音
で
階
段
の
音
が
聞
こ
え

　
　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
が
戸
口
に
立
っ
て
い
る
。

吾
郎
「
お
い
、
ま
だ
寝
な
い
の
か
」

　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
慌
て
て
机
の
上
の
マ

　
　
　
ン
ガ
道
具
を
か
き
集
め
て
隠
そ
う
と
す
る
。

茂
三
「
う
、
う
ん
。
も
う
す
ぐ
寝
る
よ
」

　
　
　

吾
郎
「
あ
ん
ま
り
無
理
す
る
な
よ
。
お
や
す
み
」

　
　
　
吾
郎
、
出
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
ホ
ッ
と
し
て
再
び
マ
ン
ガ
を
か
き
始

　
　
　
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
が
再
び
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

　
　

吾
郎
「
お
前
、
何
か
隠
し
て
る
だ
ろ
」

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
う
ろ
た
え
て
机
の
上
を
必
死
に
隠
し

茂
三
「
な
、
何
よ
。
入
っ
て
こ
な
い
で
よ
」

　
　

　
　
　
吾
郎
、机
の
上
の
マ
ン
ガ
原
稿
に
気
が
つ
く
。

吾
郎
「
お
前
、
何
や
っ
て
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
原
稿
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
。

茂
三
「
何
す
ん
の
よ
。
返
し
て
よ
」

　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
原
稿
を
取
り
戻
そ
う
と
引
っ
ぱ
る
。

　
　
　
原
稿
の
一
枚
が
破
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

茂
三
「
あ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
自
業
自
得
だ
。
勉
強
も
し
な
い
で
」

　
　

茂
三
「
信
じ
ら
ん
な
い
。
返
し
て
よ
、
私
の
原
稿
」

　
　
　
茂
三
、
机
に
つ
っ
ぷ
し
て
大
声
で
泣
き
始
め

　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
が
入
っ
て
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
ど
う
し
た
の
、
何
事
よ
」

　
　
　
　
　
　

茂
三
「
お
父
さ
ん
が
、
お
父
さ
ん
が
」

　
　
　
　

吾
郎
「
こ
い
つ
が
マ
ン
ガ
な
ん
か
か
い
て
た
ん
だ
」

茂
三
「
原
稿
破
る
こ
と
無
い
で
し
ょ
」

　
　
　
　

由
実
「
二
人
と
も
静
か
に
な
さ
い
、
夜
中
よ
。
茂
三
、

　
後
ろ
か
ら
テ
ー
プ
で
補
強
す
れ
ば
直
る
で
し
ょ
。

　
お
父
さ
ん
、
明
日
久
し
ぶ
り
の
試
合
で
し
ょ
。
早

　
く
寝
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
、
吾
郎
を
追
い
立
て
る
よ
う
に
し
て
出

　
て
行
こ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
お
父
さ
ん
、
私
、
絶
対
医
者
に
な
ん
か
な
ら

　
な
い
。
マ
ン
ガ
家
に
な
る
か
ら
」

　
　
　
　
　

吾
郎
「
何
だ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
お
父
さ
ん
。
茂
三
、
話
は
落
ち
つ
い
て
明
日

　
し
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
茂
三
、
俺
は
絶
対
認
め
な
い
か
ら
な
」

　

茂
三
「
出
て
っ
て
よ
、
早
く
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
由
実
、
部
屋
を
出
て
行
く
。

　
　

　
　
　
茂
三
、
机
に
つ
っ
ぷ
し
て
泣
く
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中

　
　
　
茂
三
、
裏
か
ら
紙
で
補
強
し
た
破
れ
た
原
稿

　
　
　
を
見
て
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
。

　
　

　
　
　
冷
風
機
は
止
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
、
入
っ
て
き
て
茂
三
の
様
子
を
見
て
、

由
実
「
茂
三
、
少
し
気
分
転
換
な
さ
い
」

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
川
原
・
堤

　
　
　
茂
三
と
由
実
が
川
原
の
土
手
を
歩
い
て
い
る
。

　
　
　
川
原
の
広
い
部
分
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ
て

　
　
　
い
て
、
野
球
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
茂
三
、
野
球
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
ユ
ニ
フ
ォ

　
　
　
ー
ム
姿
の
吾
郎
を
見
つ
け
て
、

　
　
　
　

茂
三
「
お
母
さ
ん
、
私
帰
る
」

　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
せ
っ
か
く
お
弁
当
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、

　
食
べ
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
、
腰
を
お
ろ
し
て
お
弁
当
を
食
べ
始
め

　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
一
瞬
迷
う
が
由
実
の
横
に
座
っ
て
お

　
　
　
弁
当
を
食
べ
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
あ
れ
っ
、
先
生
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
最
近
メ
ン
バ
ー
集
ま
ら
な
い
か
ら
、
お
父
さ

　
ん
無
理
矢
理
勧
誘
し
た
み
た
い
」

　
　
　
　
　

茂
三
「
大
丈
夫
か
な
・
・
・
」
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○
同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
ブ
カ
ブ
カ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
伊
藤
が

　
　
　
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
。

　
　
　
　

　
　
　
一
球
目
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
全
く
合
わ
ず
、
伊

　
　
　
藤
大
き
く
空
振
り
し
、
尻
餅
を
つ
く
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
堤

　
　
　
茂
三
、
あ
ち
ゃ
ー
と
手
で
顔
を
お
お
う
。

茂
三
「
プ
プ
プ
・
・
・
で
も
、
先
生
み
た
い
な
キ
ャ

　
ラ
ク
タ
ー
で
マ
ン
ガ
か
け
そ
う
」

　
　
　
　
　

由
実
「
マ
ン
ガ
の
こ
と
ば
っ
か
り
な
の
ね
。
皮
肉
な

　
も
の
よ
ね
、
お
父
さ
ん
が
読
ま
せ
た
野
球
マ
ン
ガ

　
が
き
っ
か
け
な
ん
て
」

茂
三
「
医
学
部
受
験
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
病
院
の
話

　
考
え
ち
ゃ
う
し
な
あ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
ち
ゃ
ん
と
話
せ
ば
、
お
父
さ
ん
も
わ
か
っ
て

　
く
れ
る
わ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
本
当
に
そ
う
思
っ
て
ん
の
。
だ
っ
て
あ
の
お

　
父
さ
ん
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
お
父
さ
ん
だ
っ
て
野
球
の
夢
が
・
・
・
」

茂
三
「
田
島
建
設
の
〝
ゴ
ロ
打
た
せ
の
ゴ
ロ
ー
〟
で

　
有
名
だ
っ
た
っ
て
話
で
し
ょ
。昔
の
こ
と
じ
ゃ
ん
。

　
私
の
夢
に
は
理
解
ゼ
ロ
だ
し
」

　
　
　
　
　
　

由
実
「
お
父
さ
ん
な
り
に
、
茂
三
の
幸
せ
を
考
え
て

　
る
の
よ
。
お
父
さ
ん
が
働
け
る
う
ち
に
、
茂
三
に

　
大
学
行
か
せ
て
あ
げ
た
い
っ
て
」

　
　
　
　
　

茂
三
「
で
も
、
だ
い
た
い
私
に
医
者
に
な
れ
な
ん
て

　
先
生
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
う
つ
よ
う
な
も
ん
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
伊
藤
が
奇
跡
的
に
バ
ッ
ト
に
球
を
当
て
る
。

　
　
　
打
球
は
高
く
飛
び
、
外
野
選
手
の
上
を
越
え

　
　
　
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
伊
藤
、
ポ
カ
ン
と
立
ち
つ
く
す
。

　
　
　

　
　
　
吾
郎
が
何
か
大
声
で
言
う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
の
チ
ー
ム
が
ワ
ッ
と
沸
く
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
堤

　
　
　
茂
三
、
伊
藤
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
見
て
茫
然
。

茂
三
「
う
そ
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
あ
な
た
も
が
ん
ば
り
な
さ
い
よ
」

　
　
　

茂
三
「
お
母
さ
ん
ま
で
医
者
に
な
れ
っ
て
言
う
の
」

由
実
「
対
お
父
さ
ん
戦
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
大
岩
家
・
茂
三
の
部
屋
・
中
（
夜
）

　
　
　
茂
三
、
机
に
向
か
っ
て
い
る
が
ペ
ン
を
指
で

　
　
　
回
し
た
り
落
と
し
た
り
し
て
い
る
だ
け
。

　
　
　
外
か
ら
吾
郎
の
大
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
　
　
茂
三
、
部
屋
か
ら
飛
び
出
し
て
行
く
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
不
動
産
店
舗
・
中
（
夜
）

　
　
　
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
吾
郎
、
伊
藤
の
肩
に
手
を
回

　
　
　
し
て
離
そ
う
と
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　

由
実
「
先
生
、
す
み
ま
せ
ん
送
っ
て
い
た
だ
い

て
・
・
・
」

伊
藤
「
い
え
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
先
生
、
今
日
か
ら
正
式
部
員
だ
か
ら
な
」

伊
藤
「
か
ん
べ
ん
し
て
く
だ
さ
い
よ
」

　
　
　
　

吾
郎
「
先
生
、
入
部
を
祝
っ
て
飲
み
直
そ
お
ー
」

　
　
　
伊
藤
、
横
に
立
っ
て
い
る
茂
三
の
こ
わ
ば
っ

　
　
　
た
表
情
に
気
が
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
い
や
、
僕
は
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
」

　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
の
正
面
に
立
つ
。

　
　
　
　

茂
三
「
お
父
さ
ん
、
聞
い
て
。
私
、
マ
ン
ガ
家
に
な

　
り
た
い
の
。
認
め
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
　

吾
郎
「
も
っ
と
普
通
の
幸
せ
な
道
を
選
べ
」

　
　

茂
三
「
普
通
の
幸
せ
っ
て
な
に
よ
」

　
　
　
　
　

吾
郎
「
ち
ゃ
ん
と
大
学
行
っ
て
資
格
を
取
っ
て
、
安

　
定
し
た
仕
事
に
つ
い
て
だ
な
あ
、
自
分
の
家
庭
を

　
持
っ
て
だ
な
あ
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
そ
し
て
お
父
さ
ん
み
た
い
に
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

　
て
、
田
舎
で
ひ
い
ひ
い
言
い
な
が
ら
不
動
産
屋
な

　
ん
か
や
る
こ
と
に
な
る
の
」

　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
な
ん
だ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
私
は
や
だ
。
そ
ん
な
の
」

　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
お
前
の
は
、
勉
強
と
か
働
く
こ
と
か
ら
逃
げ

　
て
る
だ
け
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
逃
げ
た
の
は
お
父
さ
ん
じ
ゃ
ん
。
野
球
、
途

　
中
で
あ
き
ら
め
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
お
前
に
何
が
わ
か
る
。
養
っ
て
も
ら
っ
て
る

　
く
せ
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
結
局
、
そ
れ
な
ん
だ
よ
ね
。
も
う
、
い
い
よ
。

　
出
て
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
部
屋
を
飛
び
出
し
て
行
く
。

　
　

由
実
「
茂
三
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
机
に
拳
を
叩
き
つ
け
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
居
間
・
中
（
朝
）

　
　
　
吾
郎
と
由
実
が
黙
々
と
朝
食
を
食
べ
て
い
る
。

　
　
　
テ
レ
ビ
か
ら
台
風
情
報
が
聞
こ
え
る
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
「
大
型
で
強
い
勢
力
の
台
風12

　
号
が
本
州
に
上
陸
し
ま
し
た
。」
関
東
・
東
海
地
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方　
で
は
強
い
風
と
雨
が
予
想
さ
れ
ま
す
」

　
　
　

　
　
　
茂
三
が
大
き
な
鞄
を
持
っ
て
居
間
に
来
る
。

由
実
「
茂
三
、
な
に
そ
の
荷
物
」

　
　
　
　
　
　

茂
三
「
家
出
て
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
出
て
く
っ
て
ど
こ
に
」

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
と
り
あ
え
す
、
東
京
の
友
達
の
所
。
住
む
所

　
決
ま
っ
た
ら
連
絡
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
茂
三
、
ち
ょ
っ
と
待
ち
な
さ
い
。
お
父
さ
ん

　
も
何
か
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
勝
手
に
し
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
お
父
さ
ん
、
私
の
名
前
な
ん
で
茂
三
な
ん
か

　
に
し
た
の
。
お
父
さ
ん
に
夢
く
れ
た
人
か
ら
つ
け

　
た
ん
で
し
ょ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
な
の
に
私
の
は
反
対
す
る
ん
だ
ね
」

　
　

吾
郎
「
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
・
・
・
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
っ
」

　
　
　
茂
三
、
居
間
を
飛
び
出
し
て
行
く
。

　
　

由
実
「
茂
三
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
由
実
、
茂
三
を
追
い
か
け
て
行
く
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
田
加
田
駅
・
ホ
ー
ム
・
外

　
　
　
閑
散
と
し
た
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
に
茂
三
が
座

　
　
　
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駅
ア
ナ
ウ
ン
ス
「
台
風12

号
の
影
響
に
よ
る
強
風

　
の
た
め
本
日
は
列
車
の
運
転
を
見
合
わ
せ
て
お
り

　
ま
す
。
お
急
ぎ
の
所
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

　
す
が
・
・
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
今
日
に
か
ぎ
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
い
ら
い
ら
と
し
て
立
ち
上
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
公
衆
電
話
・
外

　
　
　
茂
三
、
公
衆
電
話
を
か
け
て
い
る
。

　
　

茂
三
「
あ
っ
加
奈
、
茂
三
。
突
然
で
悪
い
ん
だ
け
ど

　
今
日
さ
ー
、
え
っ
彼
氏
来
て
る
の
・
・
・
う
う
ん

　
何
で
も
な
い
。
大
丈
夫
。
ま
た
ね
」

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
受
話
器
を
置
き
、
振
り
か
え
る
。

　
　
　
そ
こ
に
吾
郎
が
立
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
一
瞬
度
肝
を
抜
か
れ
る
が
、
す
ぐ
に

　
　
　
吾
郎
を
に
ら
み
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　

茂
三
「
な
に
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
ま
だ
あ
き
ら
め
る
気
な
い
の
か
」

　
　
　

　
　
　
茂
三
、
さ
ら
に
に
ら
み
つ
け
る
。

　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
手
に
持
っ
て
い
た
バ
ッ
ト
を
茂
三
に

　
　
　
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
な
、
な
に
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
来
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
川
原
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
外

　
　
　
雲
が
速
く
流
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
の
他
に
由
実
、
伊
藤
が
い
る
。

吾
郎
「
こ
れ
か
ら
三
十
球
投
げ
る
。
お
前
が
一
球
で

　
も
ヒ
ッ
ト
性
の
当
た
り
を
打
っ
た
ら
、
お
前
の
勝

　
ち
だ
。
マ
ン
ガ
家
で
も
歌
手
で
も
好
き
に
し
ろ
」

茂
三
「
・
・
・
も
し
打
て
な
か
っ
た
ら
」

　
　
　

吾
郎
「
お
と
な
し
く
家
に
戻
っ
て
真
面
目
に
勉
強
し

　
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
バ
ッ
ト
を
差
し
出
す
。

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
少
し
考
え
た
後
バ
ッ
ト
を
つ
か
ん
で

　
　
　
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
。

　
　
　
　

　
　
　
伊
藤
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
位
置
で
か
ま
え
て

　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
な
ん
で
僕
が
ま
た
こ
ん
な
役
を
・
・
・
」

茂
三
「
私
こ
そ
、
な
ん
で
こ
ん
な
ス
ポ
根
勝
負
で
自

　
分
の
人
生
決
め
な
き
ゃ
な
ん
な
い
の
」

　
　
　

吾
郎
「
早
く
か
ま
え
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
一
球
目
を
投
げ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
か
な
り
速
い
球
で
、
茂
三
は
全
く
反
応
で
き

　
　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
伊
藤
、や
っ
と
と
い
う
感
じ
で
球
を
受
け
る
。

　
　
　
由
実
、
ボ
ー
ド
に
チ
ョ
ー
ク
で
横
一
本
線
を

　
　
　
書
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
お
前
、
父
さ
ん
が
夢
か
ら
逃
げ
た
っ
て
言
っ

　
た
だ
ろ
う
。
逃
げ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
家
族
を
養
っ

　
て
一
生
野
球
を
や
っ
て
い
く
道
を
選
ん
だ
ん
だ
」

　
　
　
吾
郎
、
二
球
目
を
投
げ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
空
振
り
し
て
、
前
に
転
ぶ
。

　
　

吾
郎
「
お
前
の
浮
つ
い
た
気
持
ち
で
打
て
る
は
ず
が

　
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
立
ち
上
が
り
、

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
打
つ
よ
。
や
る
気
に
な
っ
て
き
た
。
こ
っ
ち

　
だ
っ
て
ね
ー
、
お
父
さ
ん
の
野
球
の
せ
い
で
苦
労

　
し
て
き
た
ん
だ
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
「
勝
負
の
趣
旨
が
ズ
レ
て
き
た
よ
う
な
・
・
・
」

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
ナ
イ
タ
ー
以
外
の
テ
レ
ビ
を
見
せ
ろ
ー
」

　
　
　
茂
三
、
空
振
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
茂
三
な
ん
て
名
前
は
い
や
だ
ー
」

　
　
　

　
　
　
茂
三
、
再
び
大
き
く
空
振
り
。

　
　
　
　

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
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ボ
ー
ド
の
正
の
字
が
５
個
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
茂
三
、吾
郎
と
も
か
な
り
疲
れ
て
い
る
様
子
。

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
空
振
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
先
生
も
打
て
た
ん
だ
か
ら
、
お
前
だ
っ
て
運

　
が
あ
れ
ば
一
球
く
ら
い
打
て
る
は
ず
だ
」

　
　

　
　
　
茂
三
、
伊
藤
を
に
ら
み
つ
け
る
。

　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
空
振
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
長
島
は
、
チ
ャ
ン
ス
に
は
必
ず
打
つ
選
手
だ

　
っ
た
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
ぜ
ん
ぜ
ん
っ
関
係
な
い
で
し
ょ
」

　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
空
振
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
お
前
に
は
マ
ン
ガ
家
に
な
る
運
が
無
か
っ
た

　
っ
て
こ
と
だ
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
あ
と
２
球
残
っ
て
る
で
し
ょ
。
次
は
ホ
ー
ム

　
ラ
ン
よ
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
当
た
れ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
大
き
く
空
振
り
。

　
　
　
　
　
　

由
実
「
茂
三
―
、
肩
の
力
を
抜
い
て
ー
。
ボ
ー
ル
を

　
よ
く
見
て
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
茂
三
、
最
後
だ
。
約
束
は
守
れ
よ
」

　
　

　
　
　
吾
郎
、
投
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
お
願
い
、
当
た
れ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
バ
ッ
ト
に
球
を
当
て
る
が
、
打
ち
上

　
　
　
げ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
フ
ラ
イ
で
ア
ウ
ト
だ
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
そ
の
時
、
上
空
で
強
風
が
吹
き
、
打
球
が
流

　
　
　
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
打
球
は
川
ま
で
流
さ
れ
、
川
に
ポ
ッ
チ
ャ
ン

　
　
　
と
落
ち
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
茫
然
と
球
の
行
方
を
見
て
い
る
。

伊
藤
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
よ
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
」

　
　

茂
三
「
う
そ
っ
。
キ
ャ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
バ
ッ
ト
を
投
げ
捨
て
飛
び
上
が
る
。

由
実
「
追
い
風
が
吹
い
た
の
ね
・
・
・
」

　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
茂
三
の
様
子
を
見
て
い
た
が
、

　

吾
郎
「
好
き
に
し
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
バ
ッ
ト
を
拾
っ
て
帰
っ
て
行
こ
う
と

　
　
　
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
振
り
返
ら
ず
に
歩
い
て
行
く
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
大
岩
家
・
居
間
・
中

　
　
　
茂
三
と
由
実
が
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ

　
　
　
に
、
店
の
方
か
ら
伊
藤
が
入
っ
て
来
る
。

伊
藤
「
こ
ん
に
ち
は
ー
。
あ
っ
茂
三
ち
ゃ
ん
、
作
品

　
入
賞
し
た
ん
だ
っ
て
。
お
め
で
と
う
」

　
　
　

茂
三
「
い
や
ー
、
デ
ビ
ュ
ー
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
ま

　
だ
話
が
固
い
っ
て
い
う
か
力
み
が
あ
る
っ

て
・
・
・
」

由
実
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
、
先
生
」

　
　
　
　

伊
藤
「
は
い
。
今
朝
、
吾
郎
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ

　
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
が
大
き
な
包
み
を
持
っ
て
入
っ
て
来
る
。

吾
郎
「
お
っ
、
先
生
来
た
な
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
た
ん
す
か
ら
封
筒
を
取
り
出
す
。

吾
郎
「
茂
三
、
こ
れ
声
出
し
て
読
ん
で
み
ろ
」

　

　
　
　
茂
三
、
い
ぶ
か
し
げ
な
顔
で
受
け
取
り
、
封

　
　
　
筒
の
中
か
ら
白
い
紙
を
取
り
出
す
。

　
　

茂
三
「
誓
約
書
。
何
こ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
い
い
か
ら
読
め
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
私
、
大
岩
茂
三
は
三
年
以
内
に
漫
画
家
と
し

　
て
世
の
中
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
両

　
親
の
言
い
つ
け
に
従
っ
て
き
ち
ん
と
就
職
い
た
し

　
ま
す
、
っ
て
何
よ
こ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
い
い
か
ら
続
き
読
め
」

　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
・
・
・
私
、
大
岩
茂
三
は
漫
画
家
と
し
て
活

　
動
す
る
場
合
は
、
本
名
以
外
の
筆
名
は
使
用
し
ま

　
せ
ん
。
え
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
読
ん
だ
な
。
そ
こ
に
署
名
し
ろ
。
先
生
に
立

　
合
人
に
な
っ
て
も
ら
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
ち
ょ
っ
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
」

　
　
　
　

吾
郎
「
お
前
が
夢
を
持
つ
の
は
約
束
通
り
認
め
る
。

　
だ
が
、
悠
長
に
構
え
ら
れ
ち
ゃ
た
ま
ら
な
い
か
ら

　
な
。
お
前
が
『
ひ
い
ひ
い
』
と
言
っ
て
く
れ
た
よ

　
う
に
店
だ
っ
て
い
つ
潰
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状

　
態
だ
し
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
三
「
名
前
は
関
係
な
い
じ
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　

吾
郎
「
あ
の
鈴
風
ナ
ン
ト
カ
っ
て
名
前
か
。
バ
カ
バ

　
カ
し
い
。
正
々
堂
々
と
自
分
の
名
前
で
勝
負
し

ろ
」

茂
三
「
勝
負
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
い
い
名
前
だ
ろ
。
チ
ャ
ン
ス
に
強
い
」

　

　
　
　
茂
三
、
泣
く
ふ
り
を
し
て
、

茂
三
「
ひ
ど
い
っ
、
娘
に
誓
約
書
か
か
せ
る
な
ん
て
」

吾
郎
「
親
の
希
望
に
そ
わ
な
い
く
せ
に
、
今
更
何
が

　
娘
だ
。
俺
は
今
日
か
ら
お
前
の
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
」

茂
三
「
勝
手
に
決
め
な
い
で
よ
」

　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
ほ
ら
、
サ
イ
ン
し
ろ
。
そ
れ
と
も
ま
た
出
て
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行
く
か
。
貯
金
ゼ
ロ
で
。
バ
イ
ト
バ
イ
ト
で
マ
ン

　
ガ
な
ん
か
か
く
暇
な
く
な
る
ぞ
」

　
　
　
　
　

茂
三
「
オ
ニ
っ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
由
実
の
方
を
う
か
が
う
が
由
実
、
う

　
　
　
な
づ
く
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
し
ぶ
し
ぶ
誓
約
書
に
サ
イ
ン
す
る
。

吾
郎
「
よ
し
っ
契
約
成
立
記
念
に
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

　
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
持
っ
て
き
た
包
み
を
開
け
る
。

　

　
　
　
中
か
ら
１
ｍ
×
１
ｍ
ぐ
ら
い
の
、
四
角
い
黒

　
　
　
い
機
械
が
出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
吾
郎
が
コ
ン
セ
ン
ト
を
つ
な
ぐ
と
、
機
会
の

　
　
　
正
面
に
「
契
約
期
限
ま
で
　
あ
と1094

日
」

　
　
　
と
い
う
電
光
の
赤
い
文
字
が
パ
ッ
と
浮
か
び

　
　
　
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
黒
い
機
械
は
電
光
掲
示
板
で
あ
っ
た
。

　

茂
三
、「
げ
っ
、
何
こ
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
プ
ロ
に
な
れ
ば
、
締
め
切
り
の
厳
し
い
プ
レ

　
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
ん
だ
。
こ
れ
は
一
つ
の
訓
練

だ
」

由
実
「
茂
三
、
お
父
さ
ん
な
り
の
応
援
な
の
よ
」

　
　
　
茂
三
、
握
り
こ
ぶ
し
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
、

茂
三
「
明
日
に
で
も
即
デ
ビ
ュ
ー
し
て
、
契
約
無
効

　
に
し
て
や
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吾
郎
「
お
う
、
楽
し
み
だ
な
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
を
に
ら
み
つ
け
る
。

　
　
　

伊
藤
「
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
で
す
ね
…
プ
ッ
」

　
　
　
伊
藤
、
こ
ら
え
き
れ
な
く
な
り
爆
発
的
に
笑

　
　
　
い
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
吾
郎
、
伊
藤
を
に
ら
み
つ
け
る
。

伊
藤
「
だ
っ
て
、
ク
ク
、
電
光
掲
示
板
で
す
よ
」

　
　
　
伊
藤
、
笑
い
を
抑
え
き
れ
な
い
。

　
　
　

茂
三
「
人
ご
と
だ
と
思
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
伊
藤
に
つ
ら
れ
、
由
実
も
笑
い
始
め
る
。

茂
三
「
お
母
さ
ん
ま
で
っ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

由
実
「
だ
っ
て
・
・
・
電
光
掲
示
板
よ
・
・
・
」

吾
郎
「
そ
ん
な
に
変
だ
っ
た
か
・
・
・
」

　
　
　

　
　
　
吾
郎
、
情
け
な
い
顔
に
な
る
。

　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
三
人
の
様
子
を
見
て
い
た
が
、
怒
り

　
　
　
の
表
情
が
少
し
づ
つ
崩
れ
て
い
く
。

　
　

茂
三
「
も
う
っ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
、
居
間
を
出
て
行
く
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
・
茂
三
の
部
屋
・
中

　
　
　
茂
三
、
例
に
よ
っ
て
机
に
向
か
い
マ
ン
ガ
を

　
　
　
か
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
マ
ン
ガ
の
原
稿
に
、
茂
三
の
マ
ン
ガ
に
は
今

　
　
　
ま
で
無
か
っ
た
よ
う
な
コ
ミ
カ
ル
な
絵
が
か

　
　
　
き
こ
ま
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
茂
三
の
顔
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
　
　

　
　
　
窓
の
外
に
は
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
了
〉


